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　『
史
苑
』
前
号
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
紹
介
に
つ
と
め
た
。
し
か
し
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
エ
イ
デ
ル

マ
ン
も
述
べ
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
総
称
さ
れ
る

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、
必
ず
し
も
単
一
の
起
源
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
（
１
）
。

そ
れ
は
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

　
本
特
集
で
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
試
み
ら
れ
て
い
る
中
世
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
紹
介
を
行
い
た
い
。
具
体
的
に
は
ベ
ル
リ
ン
・
フ

ン
ボ
ル
ト
大
学
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
に
よ
る
論
考
と
、

ウ
ィ
ー
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
若
手
ビ
ザ
ン
ツ
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ

ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
日
本
で
の
報
告
概
要
で
あ
る
。
ベ
ル

リ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

首
都
と
し
て
、
い
ず
れ
も
近
代
学
問
と
り
わ
け
中
世
史
の
揺
籃
地
と

し
て
、
二
〇
〇
年
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
は
別
個
の
国
家
で
は
あ
る
が
、
同
じ
ド
イ
ツ
語
を
共
有
す
る
空

間
と
し
て
緊
密
に
連
携
を
取
る
領
域
も
あ
っ
た
。
近
代
に
お
け
る
中

世
史
料
編
纂
の
模
範
の
一
つ
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
中
世
史
料
研
究
所
」

（M
onum

enta G
erm

aniae H
istorica

）
は
、
現
在
の
本
部
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
置
か
れ
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
主

要
都
市
の
学
術
組
織
が
共
同
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
実
際
に
、

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
ス
イ
ス
で
学
位
を
取
得
し
た
研

究
者
は
、
そ
れ
ら
三
国
の
間
を
条
件
に
従
っ
て
移
動
し
、
学
位
取
得

国
と
は
別
の
国
で
ポ
ス
ト
を
得
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ド
イ
ツ

語
圏
は
、
こ
の
よ
う
な
言
語
を
共
通
と
す
る
学
問
共
和
国
を
形
成
す

る
一
方
で
、
歴
史
過
程
、
国
家
制
度
、
宗
教
文
化
な
ど
の
差
異
が
各

国
の
学
術
風
土
に
少
な
か
ら
ぬ
違
い
を
も
も
た
ら
す
。本
特
集
で
は
、

こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
置
き
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表

す
る
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
紹
介
に
つ
と
め
た
い
。

　
一
九
四
八
年
生
ま
れ
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
は
、
カ

　
序

小
　
澤
　
　
　
実

▪
特
集
二
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
２
）
ド
イ
ツ
語
圏
の
視
点
▪



－  44  －－  45  －

序
（
小
澤
）

ロ
リ
ン
グ
期
に
お
け
る
外
交
使
節
に
関
す
る
研
究
で
博
士
号
を
取
得

し
た
の
ち
、
一
九
九
一
年
以
降
、
長
年
に
わ
た
っ
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ

ン
ボ
ル
ト
大
学
で
中
世
史
講
座
の
教
授
職
を
つ
と
め
た
。
も
と
も
と

中
世
の
宗
教
組
織
に
対
す
る
寄
進
行
為
を
専
門
と
し
て
い
た
ボ
ル

ゴ
ル
テ
教
授
は
、
一
九
九
八
年
に
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
内
に
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
比
較
中
世
史
研
究
所
」
を
創
設
し
、
ド
イ
ツ
学
術
会
議
に

よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
け
る
統
合
と
解
体
」（Integration 

und D
esintegration im

 europäischen M
ittelalter; 2005-

12

）、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
会
議
に
よ
る
「
中
世
社
会
に
お
け

る
寄
進
団
体
：
諸
文
化
の
比
較
」（Foundations in M

edieval 
Societies. Cross-Cultural Com

parisons; 2012-17

）
と
い

う
巨
大
資
金
を
得
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
を
中
世
比
較

研
究
の
拠
点
と
し
た
（
２
）
。
中
世
に
お
け
る
比
較
史
の
重
要
性
は
、
ボ
ル

ゴ
ル
テ
教
授
も
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
に
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ

ク
が
オ
ス
ロ
で
主
張
し
て
以
来
、
学
者
間
で
共
有
さ
れ
て
き
た
問
題

意
識
で
あ
る
も
の
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
図
に
沿
っ
た
、
も
し
く
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
意
図
を
超
え
た
具
体
的
な
比
較
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
３
）

。
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
は
そ
の
よ
う
な

現
状
を
鑑
み
、
比
較
史
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
観

点
か
ら
、
膨
大
な
量
の
単
著
・
論
文
・
共
編
著
を
生
み
出
し
て
き

た
（
４
）
。
間
違
い
な
く
、
ゲ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ホ
フ
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
リ
ー

ト
、
オ
ッ
ト
ー
・
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
エ
ク
ス
レ
ら
と
並
び
、
こ
こ
数
十

年
の
新
し
い
社
会
論
的
傾
向
を
持
つ
ド
イ
ツ
中
世
史
を
代
表
す
る
研

究
者
で
あ
る
。

　
今
回
は
そ
の
よ
う
な
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
研
究
を
反
映
す
る
二
本
の
論
考
を
訳
出
し
て
い
る
。
報
告
一
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
神
教
と
中
世
に
お
け
る
文
化
の
一
体
性
の
問
題
」

で
あ
る
（
５
）
。
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
〇
日
に
、
東
京
大
学
駒
場

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
新
し
い
中
世
像
を
求
め
て
　
西
洋
文
化
に
お
け
る
他
者
の
生

成
」
に
お
い
て
口
頭
報
告
さ
れ
た
原
稿
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・

ゴ
フ
や
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ミ
ッ
テ
ラ
ウ
ア
ー
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に

西
洋
中
世
世
界
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
が
ち
な
中
世
史
研
究

に
対
し
て
、
地
理
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
展
開
さ
れ
る
宗
教
世
界
は
、
決

し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
三
つ
の
一
神
教
が

重
層
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
さ
ら
に
一
神
教
に
対
す
る
本
質
主
義
的

な
理
解
に
対
し
て
も
厳
し
く
批
判
す
る
。
宗
教
は
超
歴
史
的
な
存
在

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
変
化
す
る
歴
史
的

存
在
で
あ
り
、
そ
う
し
た
歴
史
性
を
理
解
し
た
上
で
、
宗
教
の
あ
り

方
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
論
考
で
あ
る
。
報
告

二
は
「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
―
諸
々

の
経
験
と
展
望
」
で
あ
る
（
６
）
。
二
〇
一
五
年
一
一
月
五
日
に
パ
リ
の
ド

イ
ツ
歴
史
研
究
所
で
行
わ
れ
た
講
演
原
稿
は
、
今
あ
る
姿
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
い
う
終
着
点
に
向
か
っ
て
目
的
論
的
に
構
築
さ
れ
た
西
洋
中
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世
論
に
対
す
る
批
判
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
、
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授

自
身
の
中
世
論
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
枠
組
み
を
所
与
の

存
在
と
し
な
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
の
中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
史
を
提
示
す
る
。
実
際
に
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
は
、
盛
期
中
世
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
概
説
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
そ
の
多
様
性
を
発
見
す
る
　

一
〇
五
〇-

一
二
五
〇
』（
二
〇
〇
二
）、
三
つ
の
一
神
教
の
交
錯
の

な
か
で
生
成
さ
れ
る
中
世
を
通
覧
す
る
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ

教
徒
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
：
古
代
の
遺
産
と
西
洋
の
勃
興
　
三
〇
〇

-

一
四
〇
〇
』（
二
〇
〇
六
）、
古
代
世
界
か
ら
神
（
々
）
に
対
す
る

寄
進
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
世
界
が
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
描
き

出
す
『
寄
進
団
体
の
歴
史
と
し
て
の
世
界
史
　
紀
元
前
三
〇
〇
〇-

一
五
〇
〇
』（
二
〇
一
八
）
と
、
対
象
と
す
る
時
代
と
地
域
を
広
げ

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で
総
合
さ
れ
た
概
説
を
次
々
に
世
に

問
う
て
い
る
（
７
）

。
本
人
の
談
に
よ
れ
ば
、
次
年
度
中
に
中
世
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
通
史
も
刊
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
ぜ
原
文
刊
行
に
一
一
年
の
差
の
あ
る
二
つ
の
原
稿
を
掲
載
す
る

に
至
っ
た
の
か
。
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
塩
漬
け
と
な
っ
て
い
た
一
本

目
の
原
稿
を
掲
載
す
る
た
め
に
訳
者
の
井
上
が
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
に

連
絡
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、「
一
本
目
は
す
で
に
内
容
が
古
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
新
し
い
パ
リ
の
原
稿
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
希
望
を

述
べ
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
す
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
両
者
の
内
容

に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
現
在
の
日
本
の
西
洋
中
世
研
究
の
現
状
を

鑑
み
る
に
、
一
本
目
と
い
え
ど
も
必
ず
し
も
古
び
た
内
容
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
生
み
の
親
で
あ
る
ボ

ル
ゴ
ル
テ
教
授
の
関
心
の
変
化
を
紹
介
す
る
に
は
両
方
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
ご
本
人
の
了
解
を
と
っ
た
（
実
は
も
う
一
本
ボ
ル

ゴ
ル
テ
教
授
の
関
心
の
広
が
り
を
示
す
論
考
が
あ
る
の
だ
が
別
の
機

会
に
紹
介
し
た
い
）。
二
つ
の
論
考
に
見
え
る
中
世
像
の
差
は
熟
読

し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
一
読
し
て
明
確
な
違
い
が
一
つ
あ
る
。
そ

れ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
用
い
て
い
る

か
否
か
で
あ
る
。
一
本
目
の
原
稿
が
提
出
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
時
点

に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
確
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
い
う
言
い
方
が
未
知
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
に
最
も
近
い
位
置
に
い
た
一
人
で

あ
る
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
内
容
を
持
っ
て
い
る

論
考
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
言
い
方
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
二
〇
一
五
年
で
は
、
積
極
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と

い
う
言
い
方
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
に
問

い
合
わ
せ
る
と
、
彼
自
身
が
英
語
圏
に
起
源
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
（G

lobalgeschichte

）
と
い
う
言
い
回
し
を
論
考
の
タ

イ
ト
ル
と
し
て
採
用
し
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
の
論
考
が
最
初
で
あ

る
と
い
う
（
８
）
。
こ
の
一
〇
年
間
の
間
に
、
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
個
人
も
し

く
は
ド
イ
ツ
の
中
世
史
学
界
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
い
う
言
葉
に
対
す
る
態
度
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
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せ
る
。

　
他
方
、
小
澤
と
諫
早
に
よ
る
報
告
三
「
ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ

ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士

連
続
講
演
会
」
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
来
日
し
た
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

博
士
と
エ
カ
テ
リ
ー
ニ
・
ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
夫
妻
に
よ
る
日
本
で
の
講

演
の
う
ち
、
と
り
わ
け
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
大
き
く
関

わ
る
前
者
の
報
告
概
要
を
記
録
す
る
。
彼
の
学
術
活
動
と
そ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
特
徴
に
関
し
て
は
講
演
内
容
を
読
ん
で
い
た

だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
同
じ
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
る
た
め
に
確
か
に

共
通
の
研
究
基
盤
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
は
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
受
容
／
生
成
の
経
路
が
異
な

る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
最
後
の
小
澤
に
よ
る
報
告
四
「
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

潮
流
」
で
は
、
一
見
す
る
と
共
通
の
基
盤
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
世

界
各
地
で
展
開
さ
れ
る
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
、
国
境
単

位
・
言
語
単
位
の
特
性
を
持
つ
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
産
物
と

し
て
概
観
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
言
わ
ず
も
が
な
の
近

代
史
の
産
物
で
あ
り
、
中
世
以
前
の
時
代
に
関
し
て
は
、
さ
ほ
ど
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
前
号
と
今
号
の
特
集
は
そ
の
空
隙
を
埋
め

る
た
め
の
具
体
的
な
試
み
の
紹
介
で
も
あ
る
が
、
本
報
告
で
は
、
そ

も
そ
も
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
性
を
備
え
て
い
る
古
代
と
近
代
に
挟

ま
れ
た
中
世
と
い
う
時
代
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
考
え
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
を
、
英
語
圏
、
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ
ラ

ン
ス
、日
本
の
事
例
を
辿
り
な
が
ら
考
え
る
た
め
の
材
料
と
し
た
い
。
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史
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註（１
）
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
エ
イ
デ
ル
マ
ン「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ
と

い
た
る
い
く
つ
か
の
道
　
新
し
い
世
界
史
」
羽
田
正
編『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
挑
戦
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
四-

三
四
頁
。

（
２
）
そ
れ
ぞ
れ
の
総
括
と
し
て
、M

ichael B
orgolte, Julia 

D
ücker, M

arcel M
üllerburg, und B

ernd Schneidm
üller, 

Integration und D
esintegration der K

ulturen im
 

europäischen M
ittelalter , B

erlin, W
alter de G

ruyter, 
2011; M

ichael B
orgolte (H

rsg.), E
nzyklopädie des 

Stiftungsw
esens in m

ittelalterlichen G
esellschaften ,3 

vols., B
erlin, W

alter de G
ruyter,2014-18; M

ichael 
B

orgolte, W
orld H

istory as the H
istory of Foundations 

3000 B
C

E
 to 1500 C

E , Leiden, B
rill, 2020. 

後
者
の
評
価
に

つ
い
て
は
、M

ichael B
orgolte,“Foundations in m

edieval 
societies. C

ross-cultural com
parisons. A

 project of 
the E

uropean R
esearch C

ouncil at the H
um

boldt 
U

niversity of Berlin”, Journal of Transcultural M
edieval 

Studies ,1 (2014), p. 161–166; R
upert G

raf Strachw
itz, 

“Foundations in m
edieval societies. B

em
erkungen zu 

einem
 Projekt über das m

ittelalterliche Jahrtausend aus 
der Sicht aktuellen Stiftungsgeschehens”, Zeitschrift für 
G

eschichtsw
issenschaft , 65

(2017) , pp. 256–269; Susanne 
H

ärtel, ,“Foundations in M
edieval Societies. C

ross-
C

ultural C
om

parisons. Possibilities and C
hallenges 

of a Long-Term
 Interdisciplinary Project”,  Journal of 

Transcultural M
edieval Studies ,5 (2018), pp. 193-202. 

（
３
）
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク『
比
較
史
の
方
法
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
八
年
。

（
４
）
ボ
ル
ゴ
ル
テ
の
近
年
の
考
え
方
は
、M

ichael Borgolte, “Crisis 
of the M

iddle A
ges? D

econstructing and constructing 
European identities in a globalized w

orld”, in: G
raham

 A. 
Loud and M

artial Staub (eds.), The M
aking of M

edieval 
H

istory , W
oodbridge, Boydell &

 Brew
er, 2017, pp. 70-84.

（
５
）
ド
イ
ツ
語
版
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
刊
行
さ
れ
た
ア
ー
ロ

ン
・
グ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
の
記
念
論
文
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。M

ichael 
B

orgolte, “D
er europaeische M

onotheism
us und das 

Problem
 kultureller E

inheit im
 M

ittelalter”, in O
brtazi 

proshlogo. Sbornik pam
iati A

. Ja. G
urevicha , Sankt-

Petersburg, 2011, S. 605-27.

（
６
）M

ich
ael B

orgolte, “E
u

ropäisch
e u

n
d globale 

G
eschichte: E

rfahrungen und Perspektiven”, Francia , 
43

(2016), S. 285-302.

（
７
）M

ichael B
orgolte, E

uropa entdeckt seine V
ielfalt 

1050–1250  (H
andbuch der G

eschichte E
uropas. B

d. 3), 
Stuttgart, 2002; D

ers., C
hristen, Juden, M

uselm
anen. 

D
ie E

rben der Antike und der Aufstieg des Abendlandes 
300 bis 1400 n. C

hr . (Siedler G
eschichte E

uropas. B
d. 

2). Siedler, M
ünchen, 2006; D

ers., W
eltgeschichte als 

Stiftungsgeschichte von 3000 v.u.Z. bis 1500 u.Z ., Berlin, 
W

BG
 Academ

ic, 2018.
（
８
）M

ichael B
orgolte, “M

ittelalter in der größeren 
W

elt. E
ine europäische K

ultur in globalhistorischer 
Perspektive”, H

istorische Z
eitschrift , 295 (2012), S. 

35–61; 
な
お
ボ
ル
ゴ
ル
テ
教
授
が
過
去
二
〇
年
の
間
に
グ
ロ
ー
バ
ル
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序
（
小
澤
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な
視
点
で
執
筆
し
た
論
考
は
次
の
論
文
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

M
ichael Borgolte, M

ittelalter in der größeren W
elt. E

ssays 
zur G

eschichsschreibung und B
eiträge zur Forschung , 

B
erlin, W

alter de G
ruyter, 2014.

本
特
集
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
基
盤
研
究
Ａ「
前
近
代
海
域

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：
河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」（
課
題
番
号19H

00546

・
代
表
：

小
澤
　
実
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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